
「福島国際研究教育機構施設の在り方に関するアドバイザリー会議」 

開催要領 

 令和５年２月８日 

 復興大臣決定 

令和５年６月６日最終改訂 

１．趣旨 

世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」を目指す福島国際研究教育機構（F-

REI）の施設に関し、福島国際研究教育機構基本構想（令和 4年 3月 29 日 復興推

進会議決定）において国が行うとされた当初の施設整備（以下「施設整備」とい

う。）の在り方について、具体的かつ実務的な調査検討を行うため、「福島国際研

究教育機構施設の在り方に関するアドバイザリー会議」（以下「アドバイザリー会

議」という。）を開催する。 

２．構成員 

アドバイザリー会議の構成員は、別紙のとおりとする。ただし、アドバイザリ

ー会議には、必要に応じ、構成員以外の関係者の出席を求めることができる。 

３．検討事項 

アドバイザリー会議においては、以下に掲げる事項について調査検討を行う。

・施設整備に必要な設計条件に関すること

・その他、復興庁が求めること

４．アドバイザリー会議の公開等 

アドバイザリー会議において配布された資料は原則として公開するとともに、

議事要旨を作成し公表する。ただし、座長は、必要があると認めるときは、会議

に諮って資料及び議事要旨の全部または一部を非公開とすることができる。  

５．アドバイザリー会議の庶務 

アドバイザリー会議の庶務は、復興庁福島国際研究教育機構室において処理す

る。 

６．その他 

前各項に定めるもののほか、アドバイザリー会議の運営に関する事項その他必

要な事項は、座長が定める。 
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